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蒲田東特別出張所管内

人

口

男 24,061名

女 22,067名

計 46,128名

世帯数 29,890世帯

令和５年７月１日現在

★発行

地域力推進

蒲田東地区委員会

★編集

地域情報紙「かまた東」

編集委員会

★事務局
蒲田東特別出張所

蒲田本町２－１－１

℡（５７１３)２００１

② 寝室を自宅で一番安全な場所に
人は寝ている時が最も無防備です。寝ているあいだに

大地震が起きたら大変です。部屋の真ん中で仰向けに大

の字になって周囲を見てください。照明器具は落ちてき

ませんか。家具は倒れてきませんか。窓ガラスは台風で

も破れないですか。災害が起きたらどうなるかを具体的

にイメージし、根気よく対策しましょう。

③ 頼りになるのはご近所力
私が多くの災害現場を見て分かったのは、ご近所が仲

良くしていると適切な対応ができるということです。仲

良くするには次の

2つがポイントで

す。

・笑顔であいさつ

・お土産

皆さんは1分間

の法則をご存知で

しょうか。人間は

初対面の人に「天

気が良い日ですね。」

などたわいもない

言葉を1分間以内

に話しかけると打ち解ける。逆に黙ったまま1分間を超

えてしまうとコミュニケーションがうまく取れなくなる

のです。まず、こちらから明るく声をかけましょう。

私が、つながりを深めるために行なっているのがお土

産です。小さなものでいいんです。近くの人にお裾分け

する。ただし見返りを期待しない。これを繰り返すと、

5回目くらいから相手もお土産をくれるようになります。

これがコミュニケーションを深め、いざという時に助け

合う力の第一歩になると思ってやっています。何より、

相手が喜ぶ顔が見えることがうれしいですよね。

この冊子には、残り４つの知恵が掲載されています。

入手を希望する方は、こらぼ大森（電話03-5753-6560）

に連絡をしてください。

防災まちづくり研究会 阿部 慶一（防災士）

避難がベストな選択？
2019年10月12日に上陸した台風19号では、田園調布地

区が浸水し、多くの人々が学校などに避難しました。た

だ、入れず避難を諦めた人もいたようです。では、避難

所には区民のどのくらいが避難できるスペースがあるの

でしょうか。大田区地域防災計画によると、区内91箇所

の避難所に47,170人、区民の20.

2%を収容できることになってい

ます。これは一人分畳1枚で計算

したもので、実際に収容できる

のは５％くらいの人だと思いま

す。災害が起きても自宅に住み

続ける方法を事前に考えること

がより現実的です。

私たちは、NPO法人大森コラボ

レーション(こらぼ大森)と協働

で災害に遭っても自宅に住み続

けるための知恵をまとめた「在

宅避難に役立つ 7つのこと」という冊子を作りました。

今回は、そのうちの3つについてご紹介します。

① 自宅の安全性を確かめておく
在宅避難をするには、建物が無事であることが前提と

なります。自分が住んでいる家が、地震や台風が起きた

時に大丈夫な構

造になっている

かを知ることが

大切です。不安

があれば耐震工

事を検討しましょ

う。家具の転倒

防止はなかなか

できないものです。マジックテープを使う方法を紹介し

た動画を作りました。右の二次元コー

ドで視聴できます。

大田区には、耐震コンサルタントの

派遣、耐震診断や耐震改修工事費用の

一部助成制度があります。詳しくは大

田区防災まちづくり課（電話03-5744-

1349）に連絡をしてください。
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在宅避難に役立つ 知恵



令
和
五
年
度
の
町
会
活
動
開
始

蒲
田
二
丁
目
東
町
会

鴨
井

従
雄

政
府
は
、
令
和
三
年
十
月
一
日
に

緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
し
ま
し
た
。

３
密
回
避
等
の
基
本
的
対
策
は
、
継

続
が
お
願
い
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
徐
々

に
世
間
に
活
気
が
戻
っ
て
い
ま
す
。

町
会
も
三
年
、
活
動
を
制
限
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
親
睦

活
動
が
実
施
で
き
ず
、
環
境
変
化
を

把
握
し
き
れ
て
い
な
い
不
安
の
中
で
、

今
年
度
の
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
役
員
と
一
緒
に
親
子
の

参
加
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
お
祭
り

で
、
お
神
輿
を
担
ぐ
子
供
が
い
る
の

か
不
安
で
す
。
参
加
す
る
子
供
が
少

な
い
時
は
、
町
会
役
員
が
担
ぎ
ま
す

が
、
と
て
も
無
理
で
す
。

そ
の
他
の
活
動
で
も
同
様
の
心
配

が
あ
り
ま
す
が
、
感
染
症
の
終
息
を

祈
り
、
町
会
員
の
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
、
役
員
一
丸
で
取
組
み
ま
す
。

蒲
田
地
域
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
（
小

学
生
対
象
）

本
蒲
田
一
丁
目
町
会

鈴
木

寛
規

大
田
区
で
は
小
学
五
、
六
年
生
を

対
象
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど

に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
リ
ー

ダ
ー
講
習
会
と
い
う
事
業
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
蒲
田
地
域
の
主
管
は
蒲

田
東
の
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
で
、

私
も
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

第
一
回
の
開
講
式
に
行
き
ま
し
た
。

蒲
田
地
域
か
ら
多
く
の
五
、
六
年

生
が
参
加
を
し
、
鈴
木
区
長
か
ら
の

挨
拶
で
は
程
よ
い
緊
張
の
中
、
し
っ

か
り
聞
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
校
庭
に
出
て
大
学
生
・

中
高
生
に
よ
る
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

（
初
対
面
の
人
同
士
を
和
ま
せ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
）
を
し
て
、

初
対
面
同
士
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
ま
し

た
。
午
後
は
班
ご
と
で
共
同
し
て
班

旗
を
作
り
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
勉
強
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
一
年
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
楽

し
ん
で
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

近
所
の
床
屋
さ
ん

蒲
田
一
丁
目
自
治
会

小
林

佳
代
子

「
お
は
よ
ー
」
と
、
毎
朝
百
米
程

先
の
床
屋
さ
ん
に
手
を
振
る
。
孫
を

幼
稚
園
バ
ス
に
乗
せ
た
後
の
光
景
だ
。

彼
と
は
蒲
田
小
・
中
学
校
の
同
学

年
だ
が
、
組
が
違
っ
た
の
で
当
時
は

話
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
は
、

孫
を
通
じ
た
関
係
。
蒲
田
小
学
校
か

ら
下
校
す
る
孫
達
に
「
お
か
え
り
」

と
。
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。

懐
か
し
い
店
構
え
の
お
店
は
、
老

若
男
女
・
人
種
を
問
わ
ず
様
々
な
人

達
が
顔
を
出
す
ち
ょ
っ
と
し
た
サ
ロ

ン
。
コ
ロ
ナ
前
後
で
、
人
と
の
関
わ

り
方
が
変
化
し
た
今
の
時
代
に
、
こ

の
お
店
は
、
安
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
継
続
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
彼
が

誰
と
で
も
目
を
合
わ
せ
、
マ
ス
ク
越

し
で
も
話
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

空
気
を
通
じ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
ど
れ
ほ
ど
大
事
な
の
か
、

体
現
し
て
く
れ
た
の
だ
。
幸
い
修
行

中
の
息
子
さ
ん
が
い
る
そ
う
で
、
う

れ
し
い
限
り
だ
。
コ
ロ
ナ
後
、
こ
の

よ
う
な
関
係
が
あ
ち
こ
ち
で
広
が
れ

ば
い
い
な
と
願
う
私
で
あ
る
。

母
の
補
聴
器

蒲
田
本
町
一
丁
目
町
会

福
島

麻
美
子

九
十
二
歳
の
母
が
最
近
補
聴
器
を

使
い
始
め
た
。
驚
い
た
の
は
、
高
機

能
な
補
聴
器
は
、
片
方
だ
け
で
数
十

万
円
も
す
る
こ
と
だ
。

母
と
あ
れ
こ
れ
悩
み
、
結
局
サ
ブ

ス
ク
方
式
に
し
た
。
こ
れ
は
補
聴
器

を
購
入
せ
ず
毎
月
定
額
料
金
を
支
払
っ

て
レ
ン
タ
ル
す
る
も
の
で
、
補
聴
器

は
、
自
分
の
も
の
に
は
な
ら
な
い
。

一
般
的
な
耐
用
年
数
で
考
え
る
と
購

入
し
た
方
が
安
い
が
、
不
要
に
な
っ

た
場
合
に
解
約
で
き
、
機
種
変
更
も

気
軽
に
で
き
る
魅
力
が
あ
る
。

会
話
が
聞
き
取
れ
な
い
と
、
輪
か

ら
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
で
寂
し
い
。

こ
れ
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
思
い
を
せ

ず
、
母
に
は
会
話
を
楽
し
み
い
つ
ま

で
も
元
気
で
い
て
欲
し
い
。
そ
し
て

一
日
も
早
く
、
誰
も
が
安
価
で
高
品

質
な
補
聴
器
を
使
え
る
こ
と
を
願
う
。

子
ど
も
真
ん
中
社
会
へ

蒲
田
公
団
自
治
会奥

島

君
代

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
か
ら
三
年
余
り
が
経
過
し
ま
し

た
。
保
育
園
の
生
活
も
大
き
く
影
響

を
受
け
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
の
姿

は
変
わ
ら
ず
、
ど
ん
な
時
も
明
日
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
満
ち
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
は
絶
え
間
な
く
続
き
、

子
ど
も
達
の
そ
ん
な
姿
か
ら
、
生
活

に
根
ざ
し
て
生
き
る
こ
と
が
ど
ん
な

に
大
切
で
あ
る
か
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
感
染
症
予
防
に
努
め
つ

つ
も
、
人
と
交
流
す
る
機
会
が
戻
っ

て
き
そ
う
で
す
。
こ
ど
も
家
庭
庁
が

発
足
し
、
子
ど
も
を
真
ん
中
と
し
た

社
会
構
築
が
進
む
初
年
度
で
す
。

子
ど
も
の
存
在
を
地
域
の
宝
と
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
積

極
的
に
地
域
交
流
の
場
に
参
加
し
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
皆
様
と
子
ど
も

達
が
一
緒
に
笑
顔
に
な
れ
る
機
会
を

多
く
も
て
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。
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子供達が担ぐ光景が

役員全員の願い‼

小林佳代子さんと

うえの床屋店店主

5歳児の作った

こいのぼりが泳いだよ

母との散歩で

見つけた椿

令和５年度蒲田地域

リーダー講習会



京
浜
蒲
田
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

京
浜
蒲
田
町
会

宇
江

明
美

五
十
年
以
上
前
、
私
が
子
供
の
頃

の
京
浜
蒲
田
公
園
は
ブ
ラ
ン
コ
や
滑

り
台
の
あ
る
子
供
が
遊
ぶ
公
園
で
し

た
。
夏
休
み
に
は
町
会
に
よ
る
手
作

り
の
花
火
大
会
、
打
ち
上
げ
花
火
や

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
は

圧
巻
で
し
た
！
毎
日
遊
ん
だ
事
、
町

会
の
催
し
等
楽
し
い
思
い
出
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
の

息
子
の
頃
に
は
改
築
の
た
め
主
な
遊

具
が
撤
去
さ
れ
、
ハ
ト
ぽ
っ
ぽ
公
園
、

タ
バ
コ
公
園
と
呼
ば
れ
子
供
に
は
近

寄
り
難
い
公
園
に
な
り
ま
し
た
。

三
年
ほ
ど
前
か
ら
区
に
よ
る
改
良

工
事
計
画
が
始
ま
り
、
公
園
に
思
い

出
の
あ
る
私
も
町
会
代
表
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
四
月
一
日
、
再

び
子
供
が
集
ま
る
公
園
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
の
催

し
に
は
開
始
前
か
ら
親
子
連
れ
の
長

蛇
の
列
で
大
盛
況
で
し
た
。

子
供
た
ち
の
遊
び
声
が
飛
び
交
い
、

子
供
た
ち
が
成
長
し
て
か
ら
も
思
い

出
が
残
る
公
園
で
あ
り
続
け
て

ほ
し
い
で
す
。

町
内
の
資
源
回
収

南
蒲
田
二
丁
目
町
会

森
田

昭
源

二
月
の
餅
つ
き
に
始
ま
り
十
月
の

運
動
会
ま
で
町
内
会
に
は
様
々
な
行

事
・
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
基
本

は
、
年
一
回
実
施
で
す
が
、
毎
月
行

う
行
事
が
資
源
回
収
で
す
。

町
内
会
の
リ
サ
イ
ク
ル
部
長
と
し

て
、
ト
ラ
ッ
ク
手
配
、
回
収
業
者
と

の
調
整
、
回
収
結
果
の
掲
示
等
や
る

こ
と
は
様
々
で
す
。

回
収
す
る
物
は
、
新
聞
・
雑
誌
・

段
ボ
ー
ル
・
瓶
・
ア
ル
ミ
缶
で
、
町

内
会
の
所
定
の
置
き
場
に
出
さ
れ
た

物
を
回
収
し
て
回
り
ま
す
。

毎
月
第
三
日
曜
日
に
実
施
し
て
お

り
、
時
期
に
よ
っ
て
は
間
隔
が
開
い

て
、
量
の
多
い
月
が
あ
っ
た
り
、
段

ボ
ー
ル
・
雑
誌
の
多
い
月
な
ど
、
回

収
量
は
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
新
た
に
手
伝
っ
て
く

だ
さ
る
町
内
会
会
員
も
増
え
、
大
変

な
作
業
も
会
話
を
し
な
が
ら
、
楽
し

く
行
っ
て
い
ま
す
。

前
出
の
通
り
、
当
町
内
会
で
は
、

毎
月
第
三
日
曜
日
に
資
源
回
収
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
町
内
指
定
の
場
所
に

出
し
て
い
た
だ
き
、
町
内
会
活
動
に

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
町
会
は
い
つ
で
も
待
っ
て
い
ま
す

よ
！
』

蒲
田
四
丁
目
町
会神

山

慎
一

最
近
、
大
病
を
し
た
私
に
届
い
た

町
会
長
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
。
蒲
田
氏
子
青
年
会
の
先
輩
後
輩
、

保
護
司
仲
間
か
ら
も
声
を
か
け
て
頂

き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
私
は
「
人
と
繋
が
っ
て

い
る
温
も
り
」
の
安
心
さ
と
、
嬉
し

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
私
は
以
前
、

社
会
福
祉
士
と
し
て
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

軽
度
認
知
症
で
閉
じ
こ
も
り
だ
っ
た

高
齢
者
が
、
地
域
の
方
か
ら
体
操
教

室
へ
の
声
掛
け
を
さ
れ
、
認
知
症
の

進
行
が
遅
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

声
を
か
け
て
い
た
方
は
「
お
互
い

様
。
き
っ
と
誰
か
の
笑
顔
の
為
に
し

た
ら
い
つ
か
自
分
の
笑
顔
に
戻
っ
て

く
る
と
思
う
よ
」
と
仰
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
老
い
も
若
き
も
無
理
な

く
繋
が
る
工
夫
が
大
切
だ
と
も
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
世
の
中
で
は

生
活
課
題
が
多
様
化
し
、
行
政
等
の

専
門
職
だ
け
で
は
解
決
し
難
い
事
も

多
く
な
り
ま
し
た
。
地
域
で
生
活
を

す
る
私
達
が
、
専
門
職
と
協
力
し
、

無
理
な
く
自
分
に
適
し
た
事
を
出
来

る
範
囲
で
行
う
こ
と
で
解
決
す
る
場

合
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

私
が
地
域
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
恩

は
、
先
人
が
育
ん
だ
「
助
け
合
う
」

文
化
や
風
土
を
大
切
に
紡
ぐ
事
で
、

微
力
な
が
ら
お
返
し
し
た
い
で
す
。

イ
チ
ゴ
狩
り

南
蒲
田
三
丁
目
町
会

秋
成

京
子

さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
今

年
の
二
月
二
十
六
日
、
四
年
ぶ
り
に

南
蒲
田
三
丁
目
町
会
青
少
年
部
主
催

の
イ
チ
ゴ
狩
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

三
崎
口
か
ら
長
島
農
園
へ
田
舎
道

を
進
む
と
、
青
空
に
映
え
る
富
士
山

が
本
当
に
綺
麗
で
し
た
。
参
加
し
た

子
供
達
は
、
甘
く
て
大
き
な
イ
チ
ゴ

を
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
り
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
狩
り
後
に
歩
い
た
三
浦
海

岸
で
は
河
津
桜
や
菜
の
花
が
満
開
で
、

小
松
ヶ
池
公
園
の
桜
の
下
で
、
皆
で

お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
子
供
達
が

元
気
に
遊
ぶ
姿
を
見
て
、
こ
の
ま
ま

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
、
穏
や
か
な
日
々

が
続
く
こ
と
を
心
か
ら
祈
り
ま
し
た
。

三
浦
海
岸
駅
で
は
新
鮮
な
野
菜
、

お
み
や
げ
を
買
い
、
無
事
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
い

町
会
行
事
の
開
催
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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蒲
田
東
特
別
出
張
所

蒲
田
東
地
区
の
皆
様
、
こ
ん
に

ち
は
。
４
月
に
蒲
田
東
特
別
出
張

所
の
所
長
に
着
任
し
ま
し
た
井
上

と
申
し
ま
す
。
出
張
所
に
着
任
し

ま
し
て
、
地
域
の
皆
様
と
お
話
す

る
機
会
も
増
え
、
お
ひ
と
り
お
一

人
の
取
り
組
み
が
積
み
重
な
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
社
会
、
こ
の

「
蒲
田
東
」
の
賑
わ
い
、
活
気
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
再
確

認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

社
会
は
、
大
田
区
も
選
定
さ
れ

た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
等
、

未
来
に
向
け
て
、
各
種
社
会
課
題

の
解
決
に
向
け
て
動
き
だ
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
時
代
の
流
れ
に
乗

り
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
、
出
張
所
職
員
も
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

資源回収の様子

赤くて大きい

甘いイチゴ！

大田区ホームページからもご覧いただけます。<アドレス>http://www.city.ota.tokyo.jp/

「蒲田地域」→「蒲田東特別出張所」→「地域情報紙」をクリック

新しくなった京浜蒲田公園

新
所
長
の
紹
介

温かい笑顔の蒲田

四丁目町会役員

井上 敢



編
集
委
員
長

山
崎

礼
子

令
和
五
年
を
迎
え
，
コ
ロ
ナ
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。
又
、
大
田
区
長
が
松
原
前
区

長
か
ら
鈴
木
区
長
へ
、
東
庁
舎
も
塚

本
前
所
長
か
ら
井
上
所
長
へ
、
編
集

担
当
も
城
戸
か
ら
中
村
へ
と
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。

地
球
も
戦
争
か
ら
平
和
へ
と
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
さ
れ
れ
ば
良
い
で
す
ね
。
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編
集
委
員
紹
介

編
集
委
員
長

蒲
田
三
丁
目
町
会

山
崎
礼
子

副
編
集
委
員
長

蒲
田
一
丁
目
自
治
会

杉
山
敬
次
郎

編
集
委
員

東
蒲
田
一
丁
目
町
会

笠
原
信
子

東
蒲
田
一
丁
目
自
治
会

田
村
和
夫

東
蒲
田
二
丁
目
町
会

阿
相
祐
太
郎

東
蒲
田
二
丁
目
南
町
会

塩
野
賢
一

南
蒲
田
一
丁
目
自
治
会

大
脇
多
恵

南
蒲
田
二
丁
目
町
内
会

高
田
和
男

南
蒲
田
三
丁
目
町
会

秋
成
京
子

蒲
田
二
丁
目
東
町
会

鴨
井
従
雄

蒲
田
二
丁
目
自
治
会

菊
地
規
起

京
浜
蒲
田
町
会

加
藤
郁
夫

蒲
田
四
丁
目
町
会

小
倉
孝
子

蒲
田
本
町
二
丁
目
町
会

遠
藤
末
子

本
蒲
田
一
丁
目
町
会

鈴
木
寛
規

蒲
田
東
口
町
会

赤
沢
伸
吾

蒲
田
五
丁
目
南
町
会

佐
藤
愼
一
郎

蒲
田
公
団
自
治
会

岡
﨑
幸
夫

蒲
田
本
町
一
丁
目
町
会

福
島
麻
美
子

蒲
田
二
丁
目
自
治
会
長

小
澤

元
幸

今
年
四
月
、
蒲
田
二
丁
目
自
治
会

長
を
、
前
会
長
の
松
原
弘
子
氏
か
ら

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
十
三
年
間
会
長

を
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
、
松
原
前

会
長
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

新
任
の
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
自
治
会

を
運
営
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
私
が
今
の
と
こ
ろ
へ
住
み

始
め
た
の
は
、
昭
和
二
十
三
年
で
、

蒲
田
小
学
校
二
年
の
時
で
し
た
。
今

は
蒲
田
二
丁
目
で
す
が
、
当
時
は
仲

蒲
田
と
い
う
地
名
で
、
終
戦
間
も
な

く
、
一
帯
は
焼
け
野
原
、
家
は
少
な

く
、
空
き
地
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
が
植

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

東
邦
医
大
通
り
は
、
舗
装
さ
れ
て

お
ら
ず
、
バ
ス
も
通
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
通
り
は
、
子
供
の
遊

び
場
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

私
の
自
宅
前
か
ら
は
、
蒲
田
駅
の
焼

け
た
だ
れ
た
鉄
塔
が
見
え
ま
し
た
。

蒲
田
小
学
校
近
く
の
呑
川
は
、
川
藻

が
た
な
び
き
、
水
も
き
れ
い
で
し
た
。

川
で
は
う
な
ぎ
や
魚
も
捕
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
代
の
仲
蒲
田
で
は
朝

早
く
大
森
の
海
で
海
苔
を
と
り
、
生

海
苔
を
海
苔
巻
き
用
の
ま
き
す
に
貼

り
、
空
き
地
に
つ
る
し
て
い
ま
し
た
。

干
し
て
い
る
最
中
に
夕
立
が
来
る
と

大
騒
ぎ
に
な
り
、
縁
台
将
棋
を
す
る

私
た
ち
子
供
も
取
り
込
み
作
業
に
駆

り
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
遊
び
は
、
男
子
は
ゴ
ム

ま
り
を
使
っ
た
三
角
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

や
メ
ン
コ
、
ベ
ー
ゴ
マ
、
将
棋
な
ど

で
、
こ
れ
ら
で
毎
日
日
暮
れ
ま
で
遊

び
ま
し
た
。
女
子
の
遊
び
は
、
あ
ま

り
覚
え
て
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
こ
の
通
り
は
舗
装
さ
れ
、

バ
ス
が
通
り
、
空
き
地
に
も
徐
々
に

家
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

こ
れ
以
上
建
て
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い

状
態
で
す
。
防
災
上
の
様
々
な
課
題

も
有
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

地
域
情
報
紙

編
集
委
員

佐
藤

慎
一
郎

「
鬼
足
袋
通
り
」
こ
の
通
り
名
を

ご
存
知
の
方
は
私
を
含
め
、
あ
る
程

度
お
歳
を
召
さ
れ
た
方
ば
か
り
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
鬼
足
袋
通
り
」
は
、
蒲
田
駅
東

口
か
ら
環
七
の
沢
田
交
差
点
を
抜
け

大
森
東
口
方
面
へ
と
至
る
路
線
で
す
。

今
で
は
「
東
邦
医
大
通
り
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
バ
ス
路
線
の
事
で
す
。

東
邦
医
大
は
現
在
、
東
邦
大
学
大

森
病
院
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
大
正
末

期
の
設
立
時
は
、
帝
国
女
子
医
専

（
医
学
専
門
学
校
）
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
私
が
子
供
の
頃
に
は
「
バ

ス
通
り
」
の
通
称
で
し
た
が
、
タ
ク

シ
ー
等
の
利
用
時
に
は
、
「
鬼
足
袋

通
り
を
真
っ
つ
ぐ
」
と
か
「
鬼
足
袋

通
り
の
処
々
へ
」
と
伝
え
て
い
ま
し

た
。
「
東
邦
医
大
の
通
り
の
‥
‥
」

で
は
長
っ
た
ら
し
い
の
で
三
十
年
程

前
ま
で
は
「
鬼
足
袋
通
り
」
で
通
じ

た
も
の
で
す
。

さ
て
、
で
は
何
故
「
鬼
足
袋
通
り
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
そ
れ
は
こ
の
通
り
沿
い
に
寺

田
淳
平
商
店
の
「
鬼
足
袋
」
の
製
造

工
場
が
有
っ
た
か
ら
で
す
。
明
治
三

十
年
代
に
静
岡
か
ら
起
業
し
コ
ー
ル

天
生
地
の
足
袋
を
製
造
販
売
を
行
い
、

西
の
福
助
足
袋
、
東
の
鬼
足
袋
と
呼

ば
れ
る
程
に
一
世
を
風
靡
し
、
今
の

大
森
八
中
に
あ
た
る
場
所
へ
大
正
九

年
に
大
規
模
な
足
袋
工
場
を
設
立
し

ま
し
た
。

国
内
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十

年
の
空
襲
を
機
に
消
滅
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
「
鬼
足
袋
」
の
名
が

近
年
ま
で
通
り
の
名
称
と
し
て
残
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
名
も
今
ま
さ
に

消
え
て
し
ま
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

右
の
写
真
は
、
寺
田
淳
平
商
店
が

岩
手
県
の
特
約
店
に
販
売
委
託
し
た

際
に
配
布
し
た
「
鬼
足
袋
」
の
百
年

以
上
前
の
引
き
札
（
チ
ラ
シ
）
で
す
。

尚
、
平
成
二
十
四
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」

の
主
人
公
が
通
っ
た
学
校
が
帝
国
女

子
医
専(

医
学
専
門
学
校)

で
し
た
。

本
文
作
成
に
あ
た
り
『
オ
ニ
タ
ビ

通
り
を
行
く
』
著
者
・
廣
瀬
達
志
様

に
は
参
考
及
び
引
用
の
ご
承
諾
を
戴

き
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

鬼足袋の引き札

協力(敬称略)：阿部 慶一（一面「在宅避難に役立つ知恵」執筆）、廣瀬 達志（四面「鬼足袋（オニタビ）通り由来」の参考及び引用先)

自宅の庭先の

君子蘭

編
集
室
便
り

～
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
～

鬼
足
袋
（
オ
ニ
タ
ビ
）

通
り
由
来


